
新 診 療 科 長 等 ご あ い さ つ

　

２
０
２
５
年
５
月
７
日
に
開
院
を
予
定
し
て
い
る
統
合
診
療
棟

に
は
、
現
在
よ
り
も
機
能
を
強
化
し
た
様
々
な
部
門
が
整
備
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
徴
的
な
施
設
と
な
る
「
ア
イ
セ
ン
タ
ー
」

と
「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

吉
よ し だ

田 健
た け し

史
●麻酔科長 ●集中治療科長・集中治療部長

　このたび麻酔科長を拝命いたしました。本院は、臓器
移植をはじめとする侵襲の大きな手術を実施し、高度先
進医療を提供する地域の中核病院として地域の要請に応
える使命を有しております。現在、年間の麻酔科管理症
例は7000例を優に超えますが、地域の要請・全身麻酔
需要の増加に伴い、患者さんの安全を最優先にしながら、
さらに拡大を進めてまいります。また、高度先進医療を
担う熱意溢れる人材の育成に全力を注ぎ、これまで以上
に病院発展のために貢献していく所存でございますので、
各診療科の温かいサポートをよろしくお願い申し上げます。

（令和6年12月1日就任）
　

　このたび集中治療科長・集中治療部長を拝命いたし
ました。集中治療を専門とする麻酔科医として長年、院
内重症患者さんの集中治療を担当させていただいてお
りました。次年度、統合診療棟運用開始に伴い29床
のICUが旧棟と新棟の二つに分かれ、重症患者さんの
集中治療管理を継続しますので、これまで以上に各診
療科との連携が重要になってまいります。患者さんの
安全を最優先に、病院機能維持・発展のために全力
を尽くす所存でございますので、ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。

（令和6年12月1日就任）

　

本
院
の
眼
科
が
、
新
し
く
「
ア

イ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
別
々
に
運

営
さ
れ
て
い
た
眼
科
の
外
来
、
入

院
、
手
術
室
が
統
合
診
療
棟
の
６

階
に
一
つ
に
な
り
、
よ
り
便
利
に

効
率
的
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

入
院
や
外
来
、
手
術
な
ど
の
す

べ
て
の
眼
科
診
療
が
一
つ
の
フ
ロ

ア
で
行
わ
れ
る
た
め
、
眼
科
医
療

に
集
中
し
、
診
療
の
質
が
大
幅
に

向
上
し
ま
す
。
こ
の
病
棟
・
外

来
・
手
術
室
が
完
全
に
一
体
化
す

る
の
は
海
外
の
先
進
的
な
施
設
で

は
一
般
的
で
す
が
、
日
本
の
大
学

病
院
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

一
体
化
に
よ
り
診
療
効
率
が
上
が

り
、
よ
り
多
く
の
症
例
を
扱
う
こ

と
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良

い
眼
科
医
療
を
提
供
し
地
域
社
会

へ
貢
献
し
ま
す
。

　

ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
統
合
診
療

棟
の
６
階
ほ
ぼ
全
体
を
し
め
る
総

床
面
積
約
３
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
広
大
な
施
設
で
す
。

外
来
診
療
部
門
、
専
用
の
手
術
室

５
室（
レ
ー
ザ
ー
室
含
む
）、
50
床

の
病
棟
、
情
報
管
理
室
や
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
室
な
ど
が
含
ま
れ
る
、

多
機
能
の
眼
科
専
用
施
設
で
す
。

ま
た
、
最
新
の
手
術
機
器
や
診
断

機
器
を
多
数
導
入
し
、
多
く
の
患

者
さ
ん
に
最
高
水
準
の
医
療
を
提

供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
プ
リ
を

使
っ
た
患
者
呼
び
出
し
機
能
や
モ

ニ
タ
ー
で
の
表
示
を
開
始
し
、
患

者
さ
ん
の
待
ち
時
間
短
縮
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

導
線
に
も
工
夫

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
光

が
つ
な
ぐ
世
界
一
の
ア
イ
セ
ン
タ

ー
」
で
す
。
患
者
さ
ん
が
ス
ム
ー

ズ
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

光
を
使
っ
た
わ
か
り
や
す
い
導
線

を
設
計
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に

も
失
明
の
危
機
に
瀕
し
た
患
者
さ

ん
に
「
光
」
を
届
け
て
視
力
を
取

り
戻
し
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
つ
な
ぐ
」

と
い
う
考
え
方
に
は
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
同
士
の
連
携
や
、
患
者
さ
ん

と
医
療
者
が
一
緒
に
な
っ
て
治
療

に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

効
率
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、
真
に
高
度
な
眼
科
医
療
、

教
育
、
研
究
を
実
現
す
る
専
門
施

設
と
し
て
開
院
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
よ
り
安
心
で
質
の
高
い
眼
科

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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リ
ス
ク
妊
娠
に
対
す
る
医
療
、
高

度
な
新
生
児
医
療
等
を
担
っ
て
い

ま
す
。
移
転
後
は
、
一
般
病
床
22

床
、
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
６
床
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
12
床
、
新
生
児
回
復
室（
Ｇ
Ｃ

Ｕ
）
12
床
に
拡
大
し
ま
す
。
と
く
に

一
般
病
床
は
個
室
を
10
床
に
増
や

し
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
も
個
室
空
間
を

配
備
す
る
こ
と
で
、
ご
家
族
で
な

る
べ
く
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
「
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ 

ｃ

ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ 

ｃ
ａ
ｒ
ｅ
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

安
心
で
快
適
な
分
娩

　

現
在
、
出
生
数
は
激
減
し
、
今

後
ま
す
ま
す
分
娩
施
設
は
減
少
・

集
約
化
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

革
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
小
規
模

散
在
型
の
分
娩
施
設
で
は
な
く
、

な
る
べ
く
多
く
の
分
娩
を
取
り
扱

う
こ
と
は
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん

の
み
な
ら
ず
医
療
者
に
と
っ
て
も

皆
が
安
心
で
き
る
周
産
期
医
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
や
生

ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
に
急
に
検

査
や
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

で
も
、
高
度
な
専
門
医
療
チ
ー
ム

が
対
応
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
リ
ス
ク
が
大
き

く
な
い
分
娩
で
は
助
産
師
な
ら
で

は
の
視
点
を
活
か
し
た
助
産
師
主

導
の
分
娩
「
院
内
助
産
」
も
進
め

て
い
ま
す
。
基
礎
疾
患
の
有
無
に

よ
ら
ず
、
す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
、
よ
り
安

心
で
快
適
な
分
娩
を
目
指
し
た
環

境
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
様
々
な
妊
婦
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
べ
く
分

娩
の
み
本
院
で
行
い
、
妊
婦
健
診

や
産
後
ケ
ア
は
近
隣
の
医
療
機
関

で
診
て
い
た
だ
く
「
セ
ミ
オ
ー
プ

ン
シ
ス
テ
ム
」
も
拡
充
し
て
い
き

ま
す
。
無
痛
分
娩
も
、
一
部
制
限

付
き
で
す
が
行
っ
て
い
ま
す
。
麻

酔
科
医
、
産
科
医
、
助
産
師
が
協

力
し
、
安
全
か
つ
効
果
的
に
分
娩

の
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
出
生
前
診
断
や
胎
児
疾
患

の
早
期
診
断
を
目
的
と
し
た
胎
児

超
音
波
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
も

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
胎

児
疾
患
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、

胎
児
診
断
治
療
セ
ン
タ
ー
や
小
児

の
専
門
診
療
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、

丁
寧
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ

た
上
で
最
先
端
の
専
門
的
治
療
に

つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

産
科
医
・
小
児
科
医
の
み
な
ら

ず
多
様
な
専
門
診
療
科
医
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師

や
臨
床
心
理
士
な
ど
の
多
職
種
が

一
丸
と
な
り
、
母
子
の
健
康
を
守

り
そ
の
健
や
か
な
未
来
を
支
え
て

い
く
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

再
開
発
整
備
事
業
に
関
す
る
情
報
を
広
く

お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
、
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
再
開
発

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
新
棟
の
完
成
予
想
図
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
工

統合診療棟
機能強化でニーズに応える

　

大
阪
府
か
ら
指
定
を
受
け
た

「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
、
母
体
胎
児
集
中
治

療
室（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）を
含
む
産
科

病
棟
及
び
新
生
児
集
中
治
療
室（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）を
備
え
、
常
時
母
体
・
新

生
児
搬
送
受
入
体
制
を
有
し
、
母

体
の
救
命
救
急
へ
の
対
応
、
ハ
イ

が
つ
な
ぐ
世
界
一
の
ア
イ
セ
ン
タ
ー

光

族
中
心
ケ
ア
の

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

家

▼詳しくはこちらを   
　ご覧ください

大阪大学「ワニ博士」

マスク着用のお願い

病院再開発基金への
ご寄附のお願い

▼詳しくはこちらを   
　ご覧ください

　本院は、良質な医療を提供すると共
に、医療人の育成と医療の発展に貢献
するという使命を果たすべく、令和7年
春の運用開始を目指し病院再開発事業
を行っています。本事業には大学病院
でしかできない臨床医学研究・開発な
ど将来の医療に必要な部門の整備も含
まれています。
　診療機能・未来への医学の研究開発
機能のさらなる充実を図るため、今
般、「大阪大学医学部附属病院再開発
基金」を、大阪大学未来基金に立ち上
げました。再開発のコンセプトは、
“Futurability待ち遠しくなる未来へ。”
です。何卒、本事業の趣旨にご賛同いた
だき、ご支援を賜りますようよろしく
お願いいたします。

事
の
進
捗
状
況
や
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス

を
定
期
的
に
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
再
開

発
整
備
事
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

円
滑
化
し
、
関
係
者
や
地
域
住
民
の
皆

様
へ
の
情
報
発
信
を
よ
り
効
果
的
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

再開発整備事業特設
ホームページを公開しました

▼詳しくはこちらを   
　ご覧ください

写真㊤スタッフステーション㊨㊦手術室㊧㊦エントランス※いずれもイメージ図

写真㊤エントランス㊨㊦LDR室（陣痛・分娩・回復室）㊧㊦NICU※いずれもイメージ図



2
0
2
4
年
11
月
9
日
午
後
の
部

（
中
高
生
）の
集
合
写
真

光のエールと応援メッセージが子どもたちに
送られました（Global Gold September Campaign)

　2024年12
月20日に管理
栄養士による
「がん治療中の
食事と栄養」に
ついての講演会
を開催しまし
た。今回はご家

族の参加も多く、関心の高さをあらためて感じました。２月は「治
療中に頑張る血管のはなし」がテーマの講演会を予定しています。

マリネ さつまいもの
ポタージュ

バター
ライス

ブラン
マンジェ

因
子
と
な
る
生
活
習
慣
病
対
策
な

ど
も
行
い
ま
す
。
認
知
症
の
原
因

と
な
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
対

し
て
は
近
年
、
原
因
物
質
の
一
つ

で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
除
去
す

る
疾
患
修
飾
薬
が
出
て
き
ま
し
た
。

高
額
で
定
期
的
な
点
滴
が
必
要
な

ど
負
担
も
あ
り
ま
す
が
、
治
療
の

選
択
肢
と
し
て
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、
積
極
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
薬
の
対
象
は
Ｍ
Ｃ

Ｉ
～
軽
度
認
知
症
の
方
で
、
全
患

者
の
１
割
程
度
で
す
。
他
の
多
く

の
方
た
ち
に
も
、
従
来
の
症
状
改

善
薬
な
ど
で
治
療
を
進
め
つ
つ
、

ご
家
族
を
含
め
て
幸
せ
な
生
活
を

送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ケ
ア
が

と
て
も
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
ご

家
族
の
協
力
や
地
域
の
支
援
、
地

域
で
ケ
ア
に
当
た
る
か
か
り
つ
け

医
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

高
血
圧
診
療
は
二
次
性
高
血
圧

の
診
断
、
難
治
性
高
血
圧
の
治
療

な
ど
高
血
圧
だ
け
で
は
な
く
、
意

識
消
失
を
主
訴
と
す
る
低
血
圧
や

閉
塞
睡
眠
時
無
呼
吸
の
診
療
な
ど

血
圧
に
関
連
す
る
病
態
や
症
候
に

対
し
て
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　令和6年度の防災訓練を11月9日に、上町断層帯による地
震が発生した想定で実施しました。また同日に近畿2府4県合
同で実施される近畿地方DMATブロック訓練が大阪府主催で
行われることにより、本院に豊能・三島医療圏のDMAT活動拠
点本部が設置され、京都府医療圏のDMAT隊等関係機関も参
加しての訓練も行われ、本院の災害対策本部とも連携を図り
実践さながらの訓練となりました。

面
に
わ
た
り
多
く
の
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。
近
年
で
は
認
知
症
発
症

の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
睡
眠

の
病
気
（
睡
眠
関
連
疾
患
）に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
イ

メ
ー
ジ
が
つ
き
に
く
い
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
睡
眠

関
連
疾
患
に
は
、
代
表
的
な
も
の

と
し
て
不
眠
症
や
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
が
あ
り
、
他
に
も
ナ
ル
コ

レ
プ
シ
ー
と
い
う
過
眠
症
や
睡
眠

中
に
大
声
を
上
げ
た
り
異
常
行
動

が
生
じ
る
レ
ム
睡
眠
行
動
異
常
症
、

睡
眠
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
概
日
リ
ズ

ム
障
害
、
主
に
四
肢
の
不
快
感
に

よ
り
寝
つ
き
が
妨
げ
ら
れ
る
レ
ス

ト
レ
ス
・
レ
ッ
グ
ズ
症
候
群
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
睡
眠
関
連
疾

患
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
の
睡
眠

を
詳
し
く
評
価
す
る
た
め
の
検
査

設
備（
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検

査
：
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
と
睡
眠
検
査
技
師
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
検
査

体
制
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ポ
リ

グ
ラ
フ
と
は
「
複
数
の
セ
ン
サ
ー

ら
紹
介
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
特
定
の
臓
器
に
限
ら
ず
、
高

齢
者
を
全
人
的
に
評
価
し
な
が
ら

診
療
す
る
「
何
で
も
診
る
科
」
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

認
知
症
や
、
加
齢
に
伴
っ
て
身

体
的
、
精
神
的
機
能
が
低
下
す
る

「
フ
レ
イ
ル
」
な
ど
に
起
因

す
る
老
年
症
候
群
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
認
知
症
の
患

者
さ
ん
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、「
も
の
忘
れ
外
来
」
で

１
週
間
の
検
査
入
院
を
さ

れ
た
方
は
21
年
度
の
73
人

か
ら
年
々
増
え
、
24
年
度

は
１
２
０
人
を
超
え
る
見

通
し
で
す
。

　

認
知
症
は
早
期
の
治
療

介
入
で
予
後
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
認
知
症
の
手

前
の
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）の
段
階
で
あ
れ
ば
、
適

切
な
介
入
に
よ
り
改
善
す

る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
科
は
早
期

診
断
・
早
期
治
療
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
画
像
や
髄
液
検

査
な
ど
で
診
断
し
、
危
険

　

め
ま
い
や
腰
痛
、
ふ
ら
つ
き
な

ど
の
老
年
症
候
群
や
、
高
血
圧
を

は
じ
め
と
す
る
血
圧
異
常
を
中
心

に
診
療
し
て
い
ま
す
。
原
因
の
分

か
ら
な
い
症
状
で
他
院
や
他
科
か

　

本
院
の
睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー
は

神
経
科
・
精
神
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
・
頭
頚
部
外
科
、
小
児
科
、
循

環
器
内
科
、
老
年
・
高
血
圧
内
科

な
ど
の
医
師
が
一
体
と
な
っ
て
、

各
々
の
専
門
性
を
生
か
し
た
睡
眠

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
約
５
人
に
１
人
は
睡

眠
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
睡
眠
の
問
題

は
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
な
ど

生
活
の
質
を
著
し
く
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
精
神
疾
患
や
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
に
な
る
な
ど
心
身
両

　

高
齢
者
の
認
知
・
身
体
機
能
や

生
活
の
背
景
な
ど
を
包
括
的
に
調

べ
て
全
人
的
に
評
価
す
る
方
法
と

し
て
、
高
齢
者
総
合
機
能
評
価（
Ｃ

Ｇ
Ａ
）が
あ
り
ま
す
。
本
院
は
既
に

活
用
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
方
法
に
、
米
国
で
普
及

し
て
い
る
「
５
Ｍ
s
（
フ
ァ
イ
ブ

エ
ム
ズ
）」
が
あ
り
ま
す
。
５
つ
の

Ｍ
は
認
知
機
能
・
精
神
状
態
、
身

体
機
能
、
薬
剤
、
多
様
な
疾
患
、

患
者
が
最
も
望
む
こ
と
、
を
指
す

英
語
の
頭
文
字
で
す
。
５
Ｍ
s
の

利
点
は
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
を

進
め
る
上
で
、
他
の
診
療
科
や
多

職
種
、
他
の
医
療
機
関
、
更
に
介

護
施
設
と
の
情
報
伝
達
が
容
易
に

な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
日
本
老

年
医
学
会
や
本
院
が
中
心
と
な
っ

て
全
国
へ
広
め
る
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

を
用
い
て
同
時
に
計
測
す
る
装
置
」

の
こ
と
で
、
Ｐ
Ｓ
Ｇ
は
脳
波
や
筋

電
図
・
呼
吸
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
用

い
て
睡
眠
中
の
生
理
学
的
デ
ー
タ

を
終
夜
に
わ
た
っ
て
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
様
々
な
睡
眠
関

連
疾
患
に
専
門
的
に
対
応
で
き
る

医
療
機
関
は
日
本
の
中
で
も
限
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
問
診
や
他
の
検
査
結

果
も
参
考
に
し
な
が
ら
必
要
に
応

じ
て
Ｐ
Ｓ
Ｇ
を
行
い
、
正
確
な
診

断
と
治
療
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

睡
眠
医
療
の
対
象
は
子
ど
も
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
年
代
に

わ
た
り
、
様
々
な
病
態
に
対
応
す

る
た
め
多
数
の
診
療
科
の
関
与
と

連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
睡
眠
の

問
題
を
抱
え
る
多
く
の
患
者
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
今
後

も
各
科
が
連
携
し
て
集
学
的
な
睡

眠
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　昨年の夏にフランス・パリで開催され
たオリンピック・パラリンピックでは、世
界各国の選手が活躍し、大いに盛り上
がりました。11月26日に実施したおす
すめ御膳は、「開催地フランスにちなん
だメニューでもう一度楽しんでいただき
たい」という多田典史事務部長の想いを

こめてお届けしました。国旗をイメージ
したランチョンマットと一緒に、バジル
ソースを添えた白身魚のポワレやバター
ライスなどの料理をご用意し、患者さん
から「豪華ですごかった」「オリンピック
の感動を思い出しました、ありがとう」
と沢山の嬉しいご感想をいただきました。

防災訓練

多
田
事
務
部
長 

お
す
す
め
御
膳

メニュー（一例）

白身魚の
ポワレ
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睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
を
全
人
的
に
評
価
し
て
幅
広
く
診
療

集学的な睡眠医療の充実図る

認
知
症
早
期
発
見
・
治
療
に
努
め
新
薬
も
活
用

多数の診療科が関与し連携

老
年
・
高
血
圧
内
科

阪大病院がんサロンを開催しました

　

２
０
２
３
年
に
続
き
、
24
年
11

月
９
日
に
「
臨
床
工
学
技
士
の
お

仕
事
を
体
験
し
よ
う
‼
」
を
本
院

の
血
液
浄
化
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
12
名
と
保
護
者
11
名
、
中

高
生
15
名
の
合
計
38
名
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
手
術
部
や
集
中
治

療
部
で
使
用
さ
れ
る
補
助
循
環
装

置（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）や
人
工
呼
吸
器
な

ど
の
高
度
な
医
療
機
器
に
実
際
に

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ど
れ
も
興
味
深
く
、

楽
し
い
体
験
だ
っ
た
」
、「
全
く
関

心
が
な
か
っ
た
医
療
へ
の
道
も
、

少
し
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
多
く
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

千里キャリアデザインのイベント 実施報告

臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事
を
体
験
し
よ
う
！！
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